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A-Front�
長野県産ブランドの販売強化と生産者の所得向上、卸売会社との連携強化を。
〜「平成26年度長野県青果物・花き取引会議」を開催〜

A-Reports�
・花き生産地と実需者のよりよい関係構築を目指して
　〜「平成26年度信州フラワートレードフェア」開催〜

・営農指導者体制強化に向けて注力
　〜JA長野県営農指導者会議「通常総会」を開催〜
・「信州肉牛」の品質・生産性の向上を目指す事業計画を決定！
　〜JA長野県・信州肉牛生産販売協議会「第11回定期総会」開催される〜

事業レポート（生産販売部）�
消費・小売・流通の変化を的確に把握。
生産者との情報共有を通じ迅速な対応を。

平成26年度長野県青果物・花き取引会議

全 農 長 野 県 本 部 情 報 ／ グ リ ー ン レ ー ダ ー



　
全
農
長
野
県
本
部
野
菜
花
き
課
は
、

長
野
県
内
花
き
生
産
地
と
消
費
地
の

実
需
者
と
を
つ
な
ぐ
商
談
会
と
し
て

「
平
成
₂₆
年
度
信
州
フ
ラ
ワ
ー
ト

レ
ー
ド
フ
ェ
ア
」
を
、
東
京
・
大
阪

の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
5
月
₁₄
日
㈬
に
行
わ
れ
た
東
京
会

場（
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
大
田
市

場
）
で
は
県
内
9
J
A
と
生
花
卸
売

会
社
8
社
・
実
需
者
₁₈
社
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
5
月
₂₈
日
㈬
に
行
わ
れ
た

大
阪
会
場（
大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
）

で
は
県
内
8
J
A
と
生
花
卸
売
会
社

6
社
・
実
需
者
₁₂
社
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
商
談
会
で
は
、
商
談
し
た
内
容
を

よ
り
具
体
的
な
取
引
に
つ
な
げ
る
た

め
、
事
前
に
産
地
か
ら
売
り
込
み
た

い
品
目
や
時
期
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
い
実
需
者
に
つ
い
て
要
望
を
集
約

し
て
商
談
を
進
め
ま
し
た
。
一
方
、

実
需
者
側
か
ら
も
求
め
る
品
目
や
時

期
、
産
地
に
今
後
生
産
を
期
待
す
る

品
目
な
ど
商
談
に
期
待
す
る
部
分
を

事
前
に
集
約
し
、
よ
り
よ
い
結
果
を

残
せ
る
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
を
し
た

上
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
例
年
よ
り
商
談
時
間
を
拡
大
し
た

こ
と
や
事
前
の
情
報
交
換
の
成
果
も

あ
り
、
商
談
会
に
参
加
し
た
J
A
か

ら
は
、「
よ
り
細
か
い
内
容
ま
で
充

実
し
た
商
談
が
出
来
た
」「
卸
売
会

社
と
も
普
段
の
取
引
に
お
け
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
出
来
た
」
と
の
コ
メ
ン

ト
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
取

引
開
始
に
至
る
個
々
の
取
引
条
件
の

詰
め
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
野
菜
花
き
課
で
は
引
き
続
き
、
花

き
生
産
地
と
実
需
者
の
よ
り
よ
い
関

係
を
構
築
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

 

（
野
菜
花
き
課
）

米
穀
課

　
全
農
長
野
県
本
部
米
穀
課
は
、
5
月
₂₄
日
㈯
に
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間（
小
諸

市
）
の
交
流
田
で
、
東
都
生
協
の
「
田
植
え
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
総
勢
₆₅
名
と
昨
年
の
1
・
5
倍
の
参
加
者
を
迎
え
、
晴
天
の
汗

ば
む
陽
気
の
中
で
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
熱
心
な
参
加
者
が

多
く
、
作
業
は
1
時
間
ほ
ど
で
終
了
し
ま
し
た
。
昼
食
は
東
洋
ラ
イ
ス
㈱

の
金＊

芽
米
お
に
ぎ
り
と
、
本
県
産
き
の
こ
を
使
用
し
た
き
の
こ
汁
を
振
舞

い
ま
し
た
。
き
の
こ
汁
は
お
か
わ
り
も
あ
り
、
大
勢
の
方
が
2
杯
目
も
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
３
年
連
続
で
参
加
し
て
い
る
方
も

い
て
、「
田
植
え
や
稲
刈
り
は
本
当
に
貴
重
な
体
験
」「
東
京
で
は
体
験
で

き
な
い
こ
と
な
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
良
い
思
い
出
に
な
る
」「
今
後

も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
声
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
産
地
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、「
長

野
県
産
」
が
選
ば
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

田
植
え
体
験
を
長
野
県
産
米
を

選
ぶ
き
っ
か
け
に

〜
東
都
生
協「
田
植
え
ツ
ア
ー
」今
年
も
開
催
〜

田植えをする参加者

昼食は金芽米おにぎりときのこ汁

＊ 金芽米･･･東洋ライスによって開発された特殊な精米
方法により、玄米の「健康成分」と「旨み」をしっか
り残して精米された無洗米。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
、
青
果
物
・
花
き

の
出
荷
最
盛
期
を
控
え
、
長
野
県
産
ブ
ラ

ン
ド
の
販
売
強
化
と
生
産
者
の
所
得
向
上
、

卸
売
会
社
と
の
連
携
強
化
を
目
的
に
、「
平

成
26
年
度
長
野
県
青
果
物
・
花
き
取
引
会

議
」
を
6
月
2
日
㈪
に
長
野
市
内
で
開
催

し
ま
し
た
。
長
野
県
か
ら
は
和
田
恭
良
副

知
事
、
中
村
倫
一
農
政
部
長
、
青
果
・
花

き
主
要
卸
売
会
社
23
社
の
代
表
者
、
県
下

各
J
A
組
合
長
、
全
農
長
野
県
本
部
の
関

係
者
ら
合
計
77
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
全
農
長
野
県
本
部
運
営

委
員
会
芳
坂
副
会
長
は
「
２
月
の
豪
雪
被

害
で
は
関
係
機
関
の
結
集
に
よ
る
対
策
・

対
応
に
よ
り
、
そ
の
後
の
生
産
生
育
に
大

き
な
支
障
が
発
生
し
て
い
な
い
。
取
引
市

場
に
は
販
売
面
で
の
格
段
の
協
力
を
願
い

た
い
。
消
費
税
増
税
・
原
油
高
に
よ
る
コ

ス
ト
上
昇
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
が
、
農
産
物
の
価
格
形
成
と

販
売
先
へ
の
理
解
醸
成
を
お
願
い
す
る
。

こ
う
し
た
中
、
安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
信

州
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
基
本
に
、
多
様
な

担
い
手
に
対
応
し
た
生
産
振
興
総
合
支
援

対
策
を
は
じ
め
、
生
産
販
売
・
購
買
と
連

携
し
た
事
業
推
進
を
進
め
る
。
ま
た
、
機

能
あ
る
卸
売
会
社
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
よ
り
強
め
、
実
需
者
へ
の
営
業
強
化

を
進
め
る
の
で
協
力
を
願
い
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。
和
田
副
知
事
か
ら
は
「
長
野

県
の
持
っ
て
い
る
農
業
の
強
み
を
生
か
す

方
策
を
進
め
る
。
経
営
者
の
育
成
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
の
生
産
活
動
へ
の
転
換
、
園

芸
作
物
中
心
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
を
進
め
る

な
か
で
、
競
争
力
の
強
化
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
信
州
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
情
報

発
信
拠
点
を
8
月
30
日
㈯
に
東
京
銀
座
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ
り
、
人
・
こ
と
・

モ
ノ
を
ト
ー
タ
ル
に
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
場
を
代
表
し
て
大
果
大
阪
青
果
㈱

植
田
代
表
取
締
役
社
長
が
、「
2
月
の
豪

雪
被
害
は
心
配
し
て
い
た
が
、
回
復
基
調

に
あ
る
と
聞
き
安
心
し
た
。
消
費
税
増
税

の
影
響
は
思
い
の
ほ
か
現
れ
て
い
な
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
も
日
本
の
野
菜
・
果
実

は
品
質
、
安
全
・
安
心
と
も
世
界
一
と
自

負
し
て
い
る
。
産
地
と
し
て
安
心
・
安
全
・

食
味
の
よ
さ
・
鮮
度
の
良
い
も
の
を
供
給

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
前
面
に
打

ち
出
す
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
、26
年
度
の
果
実
・

野
菜
・
き
の
こ
・
花
き
の
取
扱
高
を
計
１
，

５
１
８
億
９
千
万
円
（
前
年
比
99
％
）
に

す
る
計
画
を
提
示
し
、
基
本
方
針
か
ら
な

る
４
重
点
方
針（
生
産
基
盤
・
商
品
力
強
化
、

集
荷
力
強
化
、
営
業
力
強
化
、
卸
売
市
場

と
の
連
携
強
化
）
に
つ
い
て
説
明
、
合
わ

せ
て
現
状
の
青
果
物
・
花
き
の
長
野
県
の

現
状
に
つ
い
て
分
析
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
社
か
ら
は
「
消
費
増
税
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
は
、
末
端
店
舗
で
の
価
格
表
示
が

様
々
で
、
消
費
者
に
分
か
り
づ
ら
い
。
商

談
価
格
の
決
定
に
つ
い
て
は
大
き
な
変
化

が
な
い
。
今
後
更
に
増
税
に
な
る
と
商
品

価
値
に
対
す
る
見
方
が
厳
し
く
な
る
と
予

想
す
る
た
め
、
商
品
力
強
化
、
固
定
客
確
保
、

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
た
対
応
等
が
求
め
ら

れ
る
」「
量
販
店
の
統
合
再
編
が
進
ん
で
き

て
お
り
、
流
通
業
界
と
し
て
前
向
き
な
決

断
と
評
価
し
て
い
る
。
消
費
者
か
ら
支
持

さ
れ
る
商
品
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

市
場
と
実
需
者
が
共
に
産
地
に
入
り
、
商

品
づ
く
り
・
価
格
決
定
を
進
め
て
い
く
。

業
務
用
・
業
務
加
工
業
界
は
〝
つ
く
る
（
調

理
す
る
）〞
か
ら
〝
で
き
た
（
調
理
し
た
）

も
の
を
買
う
〞
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
拡
大
。

量
販
店
の
惣
菜
売
り
場
は
拡
大
傾
向
で
、

カ
ッ
ト
野
菜
等
の
工
場
も
拡
大
さ
れ
て
い

る
。
減
少
傾
向
の
消
費
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
取
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
戦
略
で

あ
り
、
業
務
対
応
の
生
産
検
討
は
他
県
を

一
歩
リ
ー
ド
し
た
戦
略
と
な
る
」
な
ど
、

多
く
の
意
見
・
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
議
に
先
立
ち
本
年
度
の
取
り

引
き
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
善
光
寺

大
本
願
に
て
商
売
繁
盛
を
祈
願
し
ま
し
た
。

長野県産ブランドの販売強化と　
生産者の所得向上、

卸売会社との連携強化を。
～「平成26年度長野県青果物・花き取引会議」を開催～ 　

花
き
生
産
地
と
実
需
者
の
よ
り
よ
い

関
係
構
築
を
目
指
し
て

〜「
平
成
₂₆
年
度
信
州
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
」開
催
〜

東京会場大阪会場
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営
農
セ
ン
タ
ー

畜
産
課

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
業
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
ア

グ
リ
ネ
ッ
ト
」
は
、
7
月
1
日
㈫
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。
こ
れ
に
向
け
、
6
月
5
日
㈭
〜

6
日
㈮
に
計
4
回
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
を
対
象
に
操

作
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
長
野
県
内

の
会
員
に
農
薬
・
施
肥
・
病
害
虫
の
デ
ー
タ
を

は
じ
め
と
す
る
営
農
技
術
情
報
の
提
供
と
経
営

戦
略
に
か
か
わ
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
が
変
化

す
る
中
で
、
よ
り
低
コ
ス
ト
で
品
質
の
良
い
安

全
な
農
産
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る
体
制
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
混
住
化
が
進
展
す
る
農
村

に
お
い
て
、
豊
か
な
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
が
増
す
中
で
、
そ
の
現
実
の

た
め
に
有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
₁₀
年
の
開
設
か
ら
、

平
成
₂₄
年
7
月
末
現
在
で
約
5
，
3
0
0
件
の

会
員
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
か
ら
₁₅
年
が

経
過
し
、
利
用
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
情
報
や
情

報
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
が
変
化
し
て
お
り
、
ま

た
他
社
に
よ
る
様
々
な
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
が

登
場
し
て
い
る
こ
と
や
会
員
の
利
用
が
低
調
な

こ
と
か
ら
、
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
再
度
整
理
し
た
上
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た

め
の
前
期
中
期
計
画
樹
立
方
針
に
定
め
た
「
担

い
手
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
営
農
指
導
体
制
の

強
化
」
の
中
で
「
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
を
結
ぶ
情
報

シ
ス
テ
ム
」
が
あ
り
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
そ
の
た
め
の
も
の
で
す
。
Ｊ
Ａ
か
ら
の
情
報

発
信
を
強
化
し
、
次
世
代
の
中
核
的
担
い
手
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
双
方
向
の
情
報
共
有
を
目
指
し

ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
内
で
の
体
制
整
備
を

サ
ポ
ー
ト
し
、

7
月
1
日
の

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
と
組
合
員
を
結
ぶ
情
報
シ
ス
テ
ム
を
強
化

〜
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
7
月
1
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
〜

営
農
セ
ン
タ
ー

畜
産
課

　
６
月
₁₁
日
㈬
、
木
曽
町
の
長
野
県

中
央
家
畜
市
場
に
お
い
て
全
農
長
野

県
本
部
が
開
設
す
る
６
月
期
長
野
県

中
央
家
畜
市
場
が
開
場
さ
れ
ま
し
た
。

和
牛
子
牛
３
０
３
頭
、
和
牛
成
牛
₁₆

頭
、
乳
牛
成
牛
２
頭
、
合
計
３
２
１

頭
が
上
場
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

１
０
０
余
名
の
購
買
者
が
訪
れ
る
中
、

活
発
な
セ
リ
取
引
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
素
牛
不
足
に
よ
る
子
牛
相
場
の
高

騰
は
昨
年
か
ら
続
い
て
お
り
、
今
回

の
市
場
相
場
も
堅
調
に
推
移
し
ま
し

た
。
和
牛
子
牛
価
格
の
平
均
は
、
雌

5
2
7
千
円
、
去
勢
5
8
5
千
円
、

全
体
平
均
5
5
7
千
円
と
、
前
回
４

月
期
よ
り
若
干
下
げ
た
も
の
の
、

前
々
回
と
の
比
較
で
は
ま
だ
ま
だ
高

い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。

　
長
野
県
中
央
家
畜
市
場
の
和
牛
子

牛
上
場
頭
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
信
州
和
牛
の
素
牛
供
給
基
地
と

し
て
の
役
割
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
畜
産
課
と
し
て
も
、
平

成
₂₆
年
度
は
、
優
良
受
精
卵
確
保
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
優
良
繁

殖
和
牛
の
導
入
推
進
を
進
め
、
生
産

基
盤
維
持
に
向
け
た
取
組
み
を
行
い
、

県
内
繁
殖
及
び
肥
育
生
産
者
の
経
営

安
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
牛
相
場
は
堅
調
に
推
移

〜
６
月 

長
野
県
中
央
家
畜
市
場
開
場
さ
れ
る
〜

研修を受けるJA担当者

セリ風景上場子牛と、安全対策としてヘルメットの装着をしながら
セリを待つ生産者

　
5
月
₂₉
日
㈭
松
本
市
Ｊ
Ａ
中
信
会

館
に
お
い
て
、
県
内
肉
用
牛
肥
育
・

繁
殖
生
産
者
と
J
A
・
行
政
等
関
係

団
体
及
び
県
内
外
取
引
先
か
ら
総
勢

₆₃
名
の
出
席
の
中
、
J
A
長
野
県
・

信
州
肉
牛
生
産
販
売
協
議
会「
第
₁₁

回
定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
₂₆
年
度
の
畜
産
事
業
状
況
は
、

「
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
」「
昨
年
よ

り
続
く
素
牛
相
場
の
高
騰
」「
T
P
P

に
お
け
る
牛
肉
関
税
の
動
向
」
と
厳

し
い
情
勢
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
総
会

で
は
、
J
A
長
野
県
・
信
州
肉
牛
生

産
販
売
協
議
会
及
び
関
係
団
体
が
一

丸
と
な
り
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

る
た
め
、
生
産
基
盤
維
持
拡
大
に
向

け
受
精
卵
を
活
用
し
た
子
牛
生
産
等

に
取
組
み
、
一
昨
年
よ
り
関
西
市
場

に
も
上
場
を
始
め
た
「
信
州
プ
レ
ミ

ア
ム
牛
肉
」
の
認
知
度
向
上
へ
の
取

組
み
、
T
P
P
交
渉
を
め
ぐ
る
農
政

活
動
等
、「
信
州
肉
牛
」
の
品
質
・

生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
事
業
計
画

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
当
協
議
会
は
安
全
・
安
心

な
生
産
は
も
と
よ
り
、
生
産
性
の
向

上
を
目
指
し
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム

牛
肉
」
の
一
層
の
定
着
に
向
け
た
取

組
み
と
、
信
州
和
牛
及
び
信
州
ア
ル

プ
ス
牛
の
販
売
促
進
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

「
信
州
肉
牛
」の
品
質・生
産
性
の

向
上
を
目
指
す
事
業
計
画
を
決
定
！

〜
J
A
長
野
県・信
州
肉
牛
生
産
販
売
協
議
会「
第
₁₁
回
定
期
総
会
」開
催
さ
れ
る
〜

挨拶をする山﨑協議会長

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
指
導
者
会
議

（
事
務
局
／
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ

ン
タ
ー
）
は
、
6
月
4
日
㈬
に
Ｊ

Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
₂₅
年
度

事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
₂₆
年
度

事
業
計
画
と
収
支
予
算
、
₂₆
年
度

役
員
が
改
選
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
会
議
の
冒
頭
で
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
澤
栁
実
也
会
長

（
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
）
は
、

「
地
域
農
業
の
担
い
手
育

成
支
援
、生
産
基
盤
維
持・

増
進
対
応
と
、
農
家
経
営

安
定
に
向
け
た
取
組
み
を

県
下
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員

は
行
う
べ
き
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
特
別
決
議
と
し

て
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
組

織
に
対
す
る
攻
撃
を
は
ね

の
け
、
自
ら
の
意
思
に
基

づ
く
改
革
の
実
践
に
関
す

る
特
別
決
議
」
が
提
案
さ

れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
Ｊ
Ａ
全
中�

経

営
対
策
部�

経
営
課�

富
永
健
一
氏

よ
り
、
新
農
政
の
実
践
に
つ
い
て

講
演
が
あ
り
、
営
農
経
済
革
新
プ

ラ
ン
や
営
農
技
術
員
と
し
て
の
関

わ
り
方
を
学
習
し
ま
し
た
。

営
農
指
導
者
体
制
強
化
に
向
け
て
注
力

〜
J
A
長
野
県
営
農
指
導
者
会
議「
通
常
総
会
」を
開
催
〜

「新農政の実践にむけて」講演をする
ＪＡ全中 富永氏

新旧役員のみなさん

一年間の締め括りのあいさつをする澤栁会長

●26年度の役員�
会　長 下村治平氏（ＪＡ塩尻市）
副会長 小松俊明氏（ＪＡ信州うえだ）

〃 白鳥健一氏（ＪＡ上伊那）
〃 成沢秀憲氏（ＪＡ志賀高原）
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○
米
穀
課

　
J
A
・
県
本
部
が
一
体
と
な
っ
て
米
穀

集
荷
向
上
・
販
売
対
策
を
行
っ
て
お
り
、

需
要
に
応
じ
た
集
荷
数
量
を
確
保
す
る
た

め
、
長
野
米
集
荷
対
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
販
売
面
で
は
J
A
と
一
体
と
な
っ
た
営

業
推
進
を
行
い
、
㈱
マ
イ
パ
ー
ル
長
野
を

含
め
た
県
内
外
重
点
卸
と
連
携
し
た
実
需

者
と
の
結
び
付
け
強
化
に
よ
り
安
定
的
取

引
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生

協
・
一
般
米
穀
店
向
け
に
付
加
価
値
の
あ

る
こ
だ
わ
り
米
の
推
進
を
通
じ
て
消
費
者

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
産
面
で
は
農
産
物
検
査
室
に
よ
る
品

質
調
査
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
品

質
向
上
対
策
・
有
望
品
種
試
験
・
多
収
栽

培
試
験
等
を
行
い
、
安
全
・
安
心
な
米
穀

供
給
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
売
れ
る
長
野
米
・
県
産
穀
類
の

生
産
を
振
興
し
、
実
需
者
と
産
地
J
A
の

結
び
付
き
を
強
化
し
、
県
域
共
同
計
算
を

通
じ
て
生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
の
取
組

み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

○
果
実
課

　
長
野
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種（
り
ん
ご
三

兄
弟
、南
水
、ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
、な
つ
っ

こ
等
）
の
生
産
振
興
強
化
と
と
も
に
、
農

家
経
営
の
視
点
か
ら
「
リ
ン
ゴ
高
密
植
栽

培
」
な
ど
高
収
益
の
確
保
が
で
き
る
栽
培

方
法
を
推
進
す
る
た
め
の
苗
木
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
営
業
面
で
は
、
従
来
の
量
販
店
・
生
協

等
の
売
り
場
確
保
だ
け
で
な
く
、
新
た
に

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
販
売
や
業
務
加

工
需
要
に
向
け
た
営
業
強
化
を
行
な
い
、

種
無
し
ブ
ド
ウ
シ
リ
ー
ズ
の
生
産
拡
大
や
、

丸
か
じ
り
リ
ン
ゴ
の
生
産
導
入
な
ど
を
図

り
ま
す
。

　
一
方
で
は
く
だ
も
の
の
長
期
貯
蔵
技
術

が
発
達
し
て
お
り
、
従
来
で
は
短
期
勝
負

を
賭
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
品
種
に
つ
い

て
も
、
長
期
貯
蔵
を
行
っ
て
出
荷
ピ
ー
ク

を
崩
す
こ
と
で
価
格
の
安
定
化
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
国
内
果
実
価
格
の
安
定
の
一
方
策

野
菜
花
き
課

総
務
広
報
課

　
全
農
長
野
県
本
部
野
菜
花
き
課
は
、
シ
ャ
ク

ヤ
ク
の
出
荷
最
盛
期
に
向
け
、
主
要
市
場
等
で

信
州
産
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
一
斉
展
示
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
今
年
度
よ
り
初
め
て
の
取
組
み

と
し
て
、
信
州
の
花
の
品
種
や
産
地
を
よ
り
多

く
の
方
に
紹
介
し
、
購
入
の
動
機
づ
け
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
の
主

要
花
き
市
場
に
お
い
て
、
一
斉
に
展
示
す
る
企

画
の
第
一
弾
で
す
。

　
長
野
県
内
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
は
、
4
月
、
加
温

ハ
ウ
ス
の
作
型
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
無
加
温
ハ

ウ
ス
、
露
地
作
型
と
、
作
型
、
産
地
を
リ
レ
ー

し
な
が
ら
順
次
出
荷
に
な
り
ま
す
。
5
月
下
旬

に
迎
え
る
出
荷
最
盛
期
に
先
立
ち
、
5
月
₁₂
日

㈪
か
ら
「
信
州
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
」
と
い
う
こ
と

で
市
場
展
示
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

J
A
長
野
県
ビ
ル
1
階
ロ
ビ
ー
に
も
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

　
シ
ャ
ク
ヤ
ク
は
、
ピ
ン
ク
、
白
、
赤
を
中
心

に
県
内
で
も
₃₀
品
種
以
上
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

母
の
日
の
ギ
フ
ト
や
婚
礼
に
も
根
強
い
人
気
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
し
か
な
い
季
節
感
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

主
要
花
き
市
場
に
お
い
て

信
州
の
花
を一斉
展
示

〜
企
画
第一弾　
信
州
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
〜

　
全
農
長
野
県
本
部
は
、「
全
農
杯�

全

日
本
卓
球
選
手
権
大
会�

長
野
県
予
選

会（
ホ
ー
プ
ス・カ
ブ・バ
ン
ビ
の
部
）」

に
協
賛
し
、
１
位
〜
４
位
の
選
手
に
副

賞
を
提
供
し
ま
し
た
。
全
農
は
所
属
選

手
と
し
て
石
川
佳
純
選
手
を
擁
し
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開
催
さ
れ
た

世
界
卓
球
団
体
選
手
権
の
冠
ス
ポ
ン

サ
ー
を
務
め
る
な
ど
卓
球
競
技
全
体
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
全

日
本
選
手
権
に
あ
た
る
こ
の
大
会
に
も

特
別
協
賛
す
る
と
と
も
に
、
各
県
大
会

に
各
県
本
部
が
副
賞
を
提
供
し
、
国
産

農
畜
産
物
と
加
工
品
の
消
費
拡
大
に
向

け
た
P
R
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
長
野
県
予
選
会
は
５
月
₂₅
日
㈰
に
東

御
市
で
開
催
さ
れ
、
長
野
県
卓
球
連
盟

に
登
録
し
て
い
る
小
学
生
１
１
８
名
が

参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い

ま
し
た
。
副
賞
と
し
て
１
位
と
２
位
に

長
野
米
、
３
位
に
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
を

提
供
し
た
と
こ
ろ
、
応
援
す
る
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
力
も
入
り
、
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

全
国
へ
の
切
符
を
懸
け
て
熱
戦
を
展
開
！

〜
全
農
杯　
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会　
長
野
県
予
選
会
〜

生
産
販
売
部
は
、
生
産
面
で
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ
き
産
地
に
品
目
提

案
を
行
い
、
生
産
基
盤
の
維
持
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
販
売
面
で
は

卸
売
市
場
流
通
を
主
力
と
し
つ
つ
も
、
多
様
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て
実

需
者
へ
の
営
業
強
化
を
行
い
、
販
売
先
確
保
と
価
格
形
成
力
強
化
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

消
費
・
小
売
・
流
通
の
変
化
を
的
確
に
把
握
。

生
産
者
と
の
情
報
共
有
を
通
じ
迅
速
な
対
応
を
。

実需者を招いて田植えツアーを開催

検査室

市場での展示

JA長野県ビルでの展示

56

今月号から、平成26年度事業計画達成に向けた
各部の取組み状況や考え方について紹介していきます

生産販売部



と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
輸
出
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

○
野
菜
花
き
課

　
野
菜
主
力
品
目
の
安
定
供
給
に
努
め
、

長
期
売
り
場
確
保
を
進
め
ま
す
。
品
目
別

で
は
ハ
ク
サ
イ
の
適
正
生
産
、
レ
タ
ス
の

生
産
力
維
持
、
非
結
球
レ
タ
ス
の
適
正
生

産
、
セ
ル
リ
ー
の
県
内
及
び
県
外
産
地
の

リ
レ
ー
出
荷
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
品
目
と
し
て
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
拡
大
、
ア
ス
パ
ラ
の
新

植
事
業
に
よ
る
生
産
力
強
化
、
ジ
ュ
ー
ス

用
ト
マ
ト
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　
花
き
に
つ
い
て
は
、
7
月
の
集
中
出
荷

回
避
の
た
め
の
秋
期
出
荷
量
確
保
に
努
め

ま
す
。
品
目
別
に
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
や

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
規
格
統
一
と
県
域

で
の
販
売
体
制
の
構
築
、
量
販
店
向
け
コ

ギ
ク
の
拡
大
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま

す
。

○
き
の
こ
課

　
「
品
質
」・「
鮮
度
」・「
食
味
」
の
揃
っ

た
高
品
質
な
き
の
こ
の
安
定
生
産
と
、
需

給
バ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
た
生
産
誘
導
を
進
め

る
と
と
も
に
、
消
費
動
向
に
即
し
た
季
節

感
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
企
画
販
売
提

案
、
集
中
的
に
店
頭
試
食
宣
伝
会
を
実
施

す
る
こ
と
で
重
点
実
需
者
へ
の
営
業
力
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
増
加
す
る
加
工
業
務
需
要
に
対
し
て
は
、

カ
ッ
ト
き
の
こ
の
提
案
に
よ
る
新
た
な
販

路
開
拓
と
販
売
量
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
を
目
標
に
し
た
消

費
宣
伝
事
業
は
、「
信
州
力
」
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
統
一

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
使

用
に
よ
り
若
年
層

や
主
婦
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
認
知
度

向
上
を
図
り
、
他

業
種
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
宣
伝
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

展
開
に
よ
り
購
買

層
の
拡
大
と
新
た

な
消
費
の
掘
り
起

こ
し
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、健
康・

機
能
性
研
究
の
成
果
を
も
と
に
し
て
、
日

常
生
活
の
中
に
「
菌
食
」
を
積
極
的
に
提

案
す
る
こ
と
で
需
要
の
創
出
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

○
営
業
課

　
実
需
者
営
業
の
強
化
に
努
め
、
顧
客
確

保
に
繋
が
る
積
極
的
な
営
業
活
動
を
展
開

し
ま
す
。
量
販
店
対
応
で
は
地
域
密
着
型

の
量
販
店
や
食
品
ス
ー
パ
ー
と
の
関
係
強

化
に
よ
り
、
一
層
の
信
頼
関
係
の
構
築
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ

関
係
と
の
取
引
を
拡
大
し
、カ
ッ
ト
野
菜・

カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
の
供
給
ル
ー
ト
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
一
方
で
は
、
野
菜
需
要
の
過
半
を
占
め

る
加
工
業
務
用
顧
客
と
の
取
引
を
拡
大
し
、

取
引
の
取
捨
選
択
に
よ
り
重
点
顧
客
と
の

関
係
強
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
産
地
に

向
け
て
は
無
い
も
の
は
作
っ
て
も
ら
う
よ

う
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
」
に
基
づ
い
た

活
動
を
品
目
各
課
、
事
業
所
と
一
体
的
に

進
め
ま
す
。
ま
た
、
果
実
の
業
務
需
要
に

つ
い
て
、
流
通
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
新

規
提
案
に
よ
っ
て
取
引
ル
ー
ト
の
開
発
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
近
頃
で
は
、
き
の
こ
や
果
実
で
は
単
品

の
商
品
案
内
か
ら
、
複
数
品
目
の
袋
詰
め

や
セ
ッ
ト
販
売
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

当
課
で
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
商

品
提
案
と
付
加
価
値
＆
価
値
観
の
創
出
に

よ
っ
て
、
時
代
に
即
し
た
中
間
流
通
者
と

し
て
産
地
と
実
需
者
双
方
か
ら
選
択
さ
れ

る
存
在
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

全農長野県本部の苗木生産圃場（朝日村）果樹園での研修会の様子子どもから大人まで、大人気の「信州力」
子育て情報誌 月刊モナミで

「きのこアイデアレシピコンテスト」を実施

野菜の日（野菜ソムリエコミュニティながのの主催で
イベントを実施）

花の生産者が技術力を競う品評会を実施

実需に合わせた品目の生産拡大を実施

県外の量販店で花のPRを実施

「信州力」でパッケージを統一し、販売

ギフト用商品の包装を新しくし、
実需者にあった魅力ある商品を提案しています

和歌山県の地元密着型の量販店を対象に、
長野県の農産物をPR

鉄コンテナ（バルク）を使った業務用キャベツの収穫出荷

首都圏で開催された商談会にて

担
当
部
長
か
ら
ひ
と
こ
と

　
小
売
業
界
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
取
扱
い
は

２
０
１
３
年
９
兆
４
千
億
円
と
な
り
、

ス
ー
パ
ー
業
界
の
₁₂
兆
５
千
億
円
に
近

づ
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
ス
ー
パ
ー
は

合
併
や
事
業
統
合
に
よ
り
再
編
が
進
ん

で
お
り
優
勝
劣
敗
が
明
確
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
消
費
・
小
売
・
流
通
の
変

化
を
的
確
に
把
握
を
す
る
と
共
に
、
迅

速
か
つ
的
確
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
対
応
を
進
め
る
上
で
生
産
者
を
含

め
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
全
農
長
野
県
本
部
と
し
て
も
情
報
収

集
と
発
信
に
努
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

生
産
販
売
部
長　
沖
村
俊
彦
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畜
産
酪
農
部
も
広
報
活
動
に
積
極

的
な
部
署
で
、
色
々
な
ネ
タ
の
提
供

が
あ
り
ま
す
。
六
月
は「
牛
乳
月
間
」

で
、Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
で
の「
牛
乳
パ
ッ

ク
ア
ー
ト
」
や
「
牛
乳
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
全
て
を
紹
介

出
来
な
く
て
残
念
且
つ
、
チ
ョ
ッ
ト

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
す
。

　

6
月
₁₄
日
に
あ
っ
た
牛
乳
セ
ミ

ナ
ー
で
、
信
大
の
能
勢
先
生
の
講
演

に
運
動
と
熱
中
症
と
牛
乳
の
関
係
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
言
え
ば
、

某
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
関
係
者
か

ら
も
、「
選
手
に
、
も
っ
と
牛
乳
を

飲
ま
せ
た
い
ん
で
す
よ
・
・
」
な
ん

て
話
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
暑
い
時
期
、
ビ
ー
ル
よ

り
も
牛
乳
！
・
・
な
の
は
分
か
っ
て

は
い
る
の
で
す
が
・
・
。

　

こ
の
号
が
出
る
こ
ろ
に
は
サ
ッ

カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
我
が

家
で
は
早
起
き
す
る
た
め
、
深
酒
を

避
け
て
早
寝
が
始
ま
り
ま
し
た
。

 

（
N
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 2,306 70 103 

果 実 180 78 69 

野 菜 花 き 2,978 88 87 

野菜種苗センター 71 102 108 

き の こ 2,314 92 100 

営 業 849 68 90 

生 産 販 売 部 計 8,697 81 94 

包 装 資 材 723 64 58 

生 産 資 材 2,534 104 67 

農 業 機 械 1,132 89 78 

施 設 住 宅 399 145 68 

生 産 購 買 部 計 4,789 94 68 

畜 産 1,976 108 101 

三 岳 平 谷 牧 場 36 130 98 

SPF繁殖センター 47 98 96 

酪 農 2,644 109 105 

八 ヶ 岳 牧 場 45 95 115 

畜 産 酪 農 部 計 4,748 108 103 

燃料・ホームエネルギー 4,791 100 93 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 1,937 100 95 

生 活 2,298 97 91 

生 活 部 計 9,026 99 93 

Ａ・コープ事業部計 5,115 102 106 

長 野 県 本 部 計 32,375 94 91 

平成26年度5月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況

(単位:百万円,％)
7月の動き▶

総 務
広 報 課

◦協同組合シンポジウム　　
7月4日㈮　アクティーホール�

◦松本山雅FCホームゲームイベント（スイカ）
7月26日㈯　アルウィン（松本市）

◦地産地消カレーイベント
7月29日㈫　栄村

生　 産
販 売 部

◦（株）オークワトップセールス
7月3日㈭〜4日㈮　和歌山県

農 業
機 械 課

◦2014JA農機＆資材フェスタ
 7月18日㈮・19日㈯　エムウェーブ（長野市）

畜 産 課

◦第56回信州肉牛松本即売会 
7月5日㈯　長野県食肉公社松本支社�

◦第36回信州和牛（長野県産）枝肉共励会
7月29日㈫　大阪市食肉市場（株）

燃料・ホーム
エネルギー課

◦LPガス保安・推進強化研修会議
7月16日㈬　千曲市

S S 協 同
経 営 課

◦スマイルサマーキャンペーン
7月1日㈫〜31日㈭　協同経営SS�45ヵ所

A･コープ
事 業 部

◦エーコープマーク品まつり
7月4日㈮〜6日㈰　A・コープ各店舗

◦信州がおいしいフェア
7月18日㈮〜20日㈰　A・コープ各店舗

◦土用丑の日セール 本日友の会ポイント2倍デー
7月29日㈫　A・コープ各店舗

　全農長野県本部きのこ課は、信州産きのこを食べて健康づくりに
役立ててもらおうと「信州 チカラ®は健康のチカラ！キャンペー
ン」を7月31日（木）まで実施しています。
　店頭の応募ハガキ、一般ハガキ、応募WEBサイトでクイズの答
えと必要事項を記入して応募していただくと、抽選でギフトカード、
オリジナル保冷トートバッグ、信州きのこセットが当たります。
　WEBサイトでは100種類のきのこ料理レシピを掲載しています
ので、毎日の食卓を信州産きのこ料理で1品増やしてはいかがで
しょうか。

【果実課　久保田浩貴】
はじめまして、果実課の久保田と申します。
出身は北信にある小布施という小さな町で、両親
が農家という事もあり、幼い頃から美味しいくだ
ものに囲まれて育ちました。そんな農業を支える
仕事がしたい、という思いで入会してから早くも
三ヵ月が経ちますが、未だに先輩方に教えて頂か
ないとわからない事が沢山あります。早く長野県
の農業に貢献できるような一人前の職員を目指し
て頑張りたいと思います。宜しくお願いします。

【営業課　安藤寛】
営業課の安藤と申します。もともとは新潟の生ま
れですが、長野の魅力に吸い寄せられ、こちらで
お世話になることとなりました。仕事のことはも
ちろん、文化や言葉の違いも勉強中の毎日です。
これから仕事を通じて人さまのお役に立てるよう
がんばっていきます。少し年のいった新人ですが
よろしくお願いいたします。

信州 チカラ®は健康のチカラ！
キャンペーン実施中

お中元は信州産をご利用ください 笑顔で業務に取り組んでいます

信州力ドットcom信州きのこの情報やキャンペーンの応募はコチラ☞

は健康のチカラ！
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JA全農長野ホームページ� http://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� http://www.ja-town.com




